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基本的な考え方 

(お客様目線) 
 
●それはどんなお店か？ 
 
 
●特長は何か？ 
 
●経営者のこだわりは？ 
●行けばどんな楽しみが 
あるのか？ 

(提供者目線) 
 
●タイムシェアで昼夜変化する 
 
●昼はフレンチカフェ(ケーキや食の日替わり提供) 
●夜は腕自慢の創作和食 
 
●食の楽しさ+展示や空間活用の楽しさ 
●料理人や作家の表現の場 
●いつも何か素敵なことに出会える場 

●昼夜の顧客は異なるか？ 
●昼夜の顧客が同じか？ 
●狙う顧客年齢層、性別、 
    属性は？ 

それに対する有効な 
アプローチは？ 

  
 

(チェック項目) 



ネーミングの構造 

(1)業態を示すフレーズを開発する 

●タイムシェアで昼夜変化する 
●昼はフレンチカフェ(ケーキや食の日替わり提供) 

●夜は腕自慢の創作和食 
●経営者のこだわりは？ 

●行けばどんな楽しみがあるのか？ 

(2)各店舗の特性をネーミング化する 

(1)業態を感じさせる 
     両店統合のネーミングにする 

1、昼は昼の看板 
    夜は夜の看板を出す。 

2、昼も夜も共通の看板を出す。 

 
 

 
 



1、昼は昼の看板 
    夜は夜の看板を出す。 

●Actrice 
アクトリス(意味＝女優) 

●旨膳 

●カフェ:厨房 
 
●昼はカフェ、夜は和厨房 
 
●シェアカフェ＆厨房 
 
●タイムシェアイーツ 

(1)業態を示すフレーズを開発する 

(2)各店舗の特性をネーミング化する 

● Étape 
エタペ(意味＝舞台) 

● Galerie 
ガレリエ(意味＝ギャラリー) 

●味和 

●悠楽 

昼/夜で出す看板を変える 

時間に関わらずこの看板は固定 

個々の名刺やチラシでは組み合わせ表記とする 

シェアカフェ＆厨房 

Galerie 

シェアカフェ＆厨房 

悠
楽 

など 

など 

展開イメージ 



2、昼も夜も共通の看板を出す。 

(1)業態を感じさせる 
     両店統合のネーミングにする 

●味の時間旅行 
 
●タイムコラボ 
 
●時めきHAPPEN 
 
●味セッション 
 
                        など 
 
                             

メニュー表示は個々の店で 
展開する 

昼(オープンプレート) 夜(のれん) 

店名看板(固定) 

オープン表示の展開 

展開イメージ 



媒体露出時の対策 

駅と料理種別で行く店を検索する。 だから ⇒ カフェと和食に2重登録しておく 

土師ノ里 和食 検索 

土師ノ里 カフェ 検索 土師ノ里 和食 検索 ぐるなび 食べログ 

食べログ 言えること 
●カフェ、和食ともに競合が僅少。 
●駅と料理で検索をかけるので、 
店名で認知度が影響するわけではない。 
●リピーター行動には、 
店名記憶が有効。 


